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①  研修の日時 

 平 成 ２４年 ７月 ２４日 （火 ）～平 成 ２４年 ７月 ２７日 (金 )  

８：３０～１７：１５  

 

 

②  研修の内容 

●公民館（地域での役割）とは 

 社会教育法に基づき、市町村に設置され、住民のために実生活に即した教育・学術・文化

に関する各種事業を行う施設。従来は、地域住民に様々な活動の機会や場所を提供するこ

とが主な役割だったが、近年では、地元協議会の意見の取りまとめ等、行政機関と地元とを

繋ぐ行政的役割が強くなってきている。 

 

 ●乃木ふるさとまつり 

   毎年、乃木公民館では地元自治会により乃木ふるさとまつりが開催されている。公民館の役

割としては、まつりの会場設営、各種機材や食材の準備、各地元組織間の日程の調整等を

行った。 今回の研修では、主にこのまつりの準備作業に取組んだ。 

 

 

【まつりの様子】 

   

 

 

 



 

 

③  研 修 の 感 想  

研 修 初 日 は、ま ず、職 員 全 員 で館 内 を掃 除 してから始 ま り、その 後 、館 長 から乃 木

公 民 館 の 概 要 に ついて説 明 を受 けま した。 そして、各 自 治 会 への 配 布 物 の 整 理 などを

行 ったり、公 民 館 で開 かれている陶 芸 教 室 を見 学 させてもらったりし て一 日 を終 えま した

。陶 芸 教 室 に 参 加 さ れている方 達 が お互 いに 楽 しそうに 話 をしなが ら作 業 されていたの

が 印 象 的 でした。 

 

２日 目 以 降 は、週 末 に 開 催 される乃 木 ふるさと祭 りに 向 けての 準 備 作 業 を行 いま した

。私 はま つりで使 う射 的 台 や、ごみ箱 に 取 り 付 ける看 板 の 作 成 を担 当 しま したが 、松 江

市 役 所 から派 遣 されている長 期 研 修 生 と一 緒 に 、いろいろ案 を出 しなが ら、なんとか完

成 させることが できま した。 

他 の 職 員 さんは、てき ぱきと仕 事 をこなしてお られ、自 分 もみならって 今 後 の 業 務 に お

いて、迅 速 な対 応 を心 が けたいと思 いま す。 

 

 今 回 、公 民 館 で働 か せていただ いて感 じたの は、様 々な年 齢 の 方 が 公 民 館 を利 用 し

ているということです。普 段 、生 活 し ていても、特 定 の 方 としか接 す る機 会 が ない方 が 多

いと思 いま すが 、公 民 館 は、そこに 行 けば様 々な人 と交 流 を持 てる 場 所 であると感 じま し

た。そういったことから、 もっと多 くの 人 に 公 民 館 を利 用 してもらえれ ば、地 域 の 防 犯 や青

少 年 育 成 に 繋 が り、地 域 が もっと元 気 に なると思 いま す。 

  

 研 修 をとおして 、公 民 館 や地 域 の 活 動 に ついて認 識 を深 め、行 政 として何 が できるか

を考 えてみたいです。 

  

 

      

④ その他特記事項  

研修生（松江市役所：１名、湖南中学校：１名）を広く受け入れられておられ、研修の日程

調整等にも配慮をしていただき、スムーズに研修に参加させていただくことができました。 

 

最後になりましたが、今回の研修を引き受けていただいた乃木公民館の職員皆様に深く感

謝します。ありがとうございました。 

（注 １）研 修 日 時 ・内 容 等 が わかる資 料 が あれば、添 付 してくだ さい。 

（注 ２）研 修 終 了 後 、 報 告 会 を開 催 しま す。  


